
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 2 9 17 1 1 2 3 2 5 4 4 0 0
11 * 0 2 6 9 6 6 2 0 5 5 5 1 2 0
34 * 0 0 9 16 8 12 1 8 7 15 4 3 3 0
73 * 0 0 3 6 2 2 5 1 1 2 4 3 1 1
77 * 1 2 3 7 2 3 3 1 5 6 3 4 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 1 4 0 0 1 0 1 1 3 1 0 0
7 * 1 2 0 2 1 2 3 2 0 2 2 1 1 0
11 * 0 1 11 22 4 4 2 5 2 7 2 2 0 0
22 * 0 2 4 4 0 0 3 0 2 2 3 7 2 0
30 * 0 0 0 1 0 2 2 3 2 5 1 0 0 0
4 0 0 0 3 7 2 2 4 3 3 6 3 1 1 0
9 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
13 0 1 8 3 6 5 6 3 1 2 3 2 1 0 0
15 0 0 1 0 2 2 2 1 1 1 2 2 0 3 0
16 0 0 2 2 2 0 0 2 1 0 1 1 1 0 0
23 0 0 1 0 6 2 2 0 1 1 2 0 0 0 0
24 0 1 1 3 4 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
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戦評
1次リーグで延長戦にまでもつれ込み好ゲームを見せてくれた、びわこ成蹊スポーツ大学対関西外国語大学の試合
が始まった。前半、点の取り合いが始まり両者一歩も引かない展開となった。しかし関外大の強固なデフェンスの前
にびわこは点が取れなくなり差が開いてしまう。後半、両チームとも果敢なオフェンスを見せつけ点差が動くことはな
かった。結果勢いのある関外大に軍配が上がった。
第1ピリオド、両者一歩も引かない戦いが始まった。まず関外大#3北野がシュートを入れると、それに負けじとびわこ
#30石橋が点を決める。両チーム取られたら取り返すような展開が続き、大きく点差が開くことはなかった。しかし、関
外大#34原田がバスケットカウントをもらい流れを引き寄せる。加えてびわこは、関外大の厳しいデフェンスに阻まれ
シュートが決まらなくなり、徐々に差が開く結果となってしまい、24-14で関外大が一歩リードして第1ピリオド終了。
第2ピリオド、びわこ#12保科のシュートからゲームは始まる。続けて#4高畑の速攻、#13青木のバスケットカウントが決
まり、順調に加点していく。対する関外大は、#34原田のシュートですぐさま応戦する。勢いの付いてきたびわこだが
ファウルが目立ち、関外大にフリースローを何本も与えてしまう。両チーム果敢にシュートを狙っていき、再び点を取
られたら取り返すという展開になり、点差が動くことはなかった。第2ピリオド終了間際、びわこがオールコートデフェン
スで当たるが、それをもろともしないオフェンスを見せつけた関外大が46-35と11点リードで第2ピリオドを終了した。
第3ピリオド、両チームタフなデフェンスをし点が動かなくなった。しかし開始2分、びわこ#22中路の3Pシュートが決ま
り、それをきっかけにびわこが次々と点を決めていく。対する関外大は、華麗なパスワークから確実に得点へと繋げ
ていく。開始7分、びわこ#11辻本のバスケットカウントが決まり点差を縮めにかかる。しかし関外大#11影井が個人技
で応戦し、びわこの追随を許さない。結果、61-54と関外大7点リードで第４ピリオドへ突入する。
第4ピリオド、関外大#8楢原が3Pシュートを決め試合がスタートした。そこから#77林も続き、連続3Pシュートで差を広
げにかかるが、びわこの#23石田、#4高畑の気迫あるプレイで点差がひらくのを許さず、点の取り合いとなった。開始
5分、関外大にミスが目立ち始め、試合の流れがびわこに傾くかと思われたが、すかさずタイムアウトで立て直しを図
り、簡単には試合の主導権を渡さない。タイムアウト後、びわこは必死なオフェンスを見せつけ、徐々に点差をなくし
ていく。最後はオールコートデフェンスで執念を見せるも、最初から最後までガッツあるプレイを崩すことなく得点を
積み重ねた関外大が91-82で勝利した。
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